
エーうんこう A 運行 運行表は機l其JIli迎行表および際関車梁

務員運行表に分れ， 機関区および交帯別に，それぞれ滋l其111正の

運行方および犠|誕jJf工乗務員の仕業ブJその他企表わしている。 般

|品JIII五li行決はA運行表と目名称し， 機l民PILの h~41 ・ 滋|員Pliキロ ・

使用時 1:，[1 ・ Jrb式および所要両数 ・ 使川順序などをおわしている。

後閥単梁務員五li行表は B 運行表と略体し ， 級以PI (采務員の行路 ・

来務干ロ ・ 作業時間 ・ 所要数 ・ 仕業!ll.fih--その他を表わしてい

る。 ljiにA 五Il行といえば機関車の行絡を， また B巡行といえ

ば駿|羽車'*務員の行路を主として芯lルする。強l刻111 と l幾関111

来務員の行路がまった く等しいときは 1 つの巡行表で後l量l

車の迎行力と際限1111乗務員の仕業方を表示できるので，この

ような迎行表を AB 運行表と略称し，またこのような迎行を

AB 運行 と称している。 1畿l誕IIドと機|弘jJlI衆務員の巡行は， AB 

運行としてその行路を同ーとする ことは， 燃料節約および段

|其11ド保守上望ましいことであるが機関111の使JlI効率をさげる

ため， 長距離主lH去を>lミ施するにおよんで AB 迎行とすること

が不可能と なり ， 現在は韓基|刻111迎行と蛾l刻111乗務員五IIIす とは

別 f!l，1 に1'It闘の観点から最も能率のよい巡行を定めることとして

いる。(藤田ー)

エーがたてんきしんご う き A 型電気信号後 腕木式信号桜

の一極で信号腕木は水平の位置と，下向 45。の位世との 2 械の

現示をするいわゆる下向 2 位式であ っ て ， その動作は腕木式滋

械信号様のよう に人力によらず， 信号館自柱の上音ßに取付けられ

た直流電動織によ って動作させる。信号織を取扱う 場合，遠距

離あるいは線路がl曲線とか建物等の関係で， ~霊械信号i畿では信

号滋線の操縦

困難の場合に

はこの信号僚

を用いる。一

般に遠方信号

館告に使}刊され

るが，幼内ま

たは出発信号

機に使用され

ることもある。

電気式による

エーがたてん

昔iEïl'I巻型で定絡m圧 10 V である。匝l路制御総は電動機の匝p伝

に伴な っ てそのn4hがlTIl ~iえし ， n動的に接点を開閉するもので，

接点は同盟のもの 4 組 a b cd と N~回のも の I 組 e fg て:'11'11成さ

れている。保持装位は電動機の整流子の Fにあって (図ー1 ) ，

信号腕木が反位となり 45
0

の位置に米た とき ， これを小さな従

1. A ~盟結号 i畿段 階

iíitでその位也に保持しておくためのもので，巻数のNなる 2 伽!

の線輸を縦にならベつないだ保持電磁石を備えている。 iili結r，:..;

G H は信号腕の主車al と歯車の!純!の中間1に 設けた特殊のìill紘一装

置であ っ て，電動畿の回転によらなければ作用せず， 外剖iから

の力では絶対に信号腕を降下できないよう になっている。

信号館量憐を制御する部分は信号館告柱の下部に設けられた{ff}Jl

箱に収容され，制御継'il!: ~告と電池より成っている。制御継ïlillif

は信号扱所内の信号てこの接点，もしくは1場内信号般に取付け

2, A 型信号償制御回 路

腕木式信号俄 震逸封書圃圃‘t主温・圃・・・園通= '二 1&}町
恒国.....，.陶・・・・・・・・・..，，"， '~~圃圃圃，_

は現在国鉄に (1.t:t '，:\逼・・E・・・・・・E通量置 た腕媛角的5のJ主点と電線て'1殴絞されており ， それらが反伎とな

おいては，筑 趨頃・・・・・・E・E・竺司司・・圃 ったとき接点を構成し電動機に1[~tを送る (1割引。

盛線にある 悶臨・・・・・・・・・圃圃・・圃・・・・・・・白昌 信号後十件 3 動 1'1ー 凶 (1) 

数訟の 2M\)! 陀富島一週躍強広三ー図面圃圃圃圃E の動作は(図
(上向 3 位式)FG遡撃型ii~~ ........ ~哩層型閉 引制御納
の自動信号線 B ょ 円通藍顎望感宮与 『ー白品副 総 S に電流が
のほかは全部品話語 量訴事司躍注ベ可置圃 流れて接点を

~. ;"，::~さ霊園町E里民間調闘肉、自ミ 〉 伺唱団
このA型債号 ...:.;;;録讃盟理窟窃盗込ぷ逼・函区法ぷネふ』ー 雪 閉じ，電動緩

慢であるが A 型電 気 信号機 回路を構成し

だんだんと単灯型の色灯信号踏襲に換えられ設備数は漸i践の傾向 て電動僚に'iI!:

にある。 流を送り込む。

併造は信号腕木 ・ 信号i県鏡および信号灯は儀彼腕木式信号後 回路制御総の

とま っ たく同じであるが，腕木を働かせるのに接続かんを使用 接点 a b c d 

せずに， 電動踏襲の刺lから歯車で滅速させ，腕木の軌を回転し腕 e f g は，そ

木を下向 45。にする。信号灯は普通 100 V 20 W の電球を使用 れぞれ次のょ

するが， 問聞の明日告の状況により 40 W を使用することもある 。 うな働きをす

電源は電力用引込線によって交流を供給している。 る。

信号被椛は信号織柱の上部に取付けられた鋳鉄製の箱内に電 a 予備接点

動儀・ 回路指~御~ ・ 保持装置 ・ 歯車などを収容 し， 電動極置は直 b 信号線が水平のとき接触しており， 111動僚の動作回路を
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